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例  言

1 本書は、三納ニシヨサ遺跡 (第 3・ 5次)埋蔵文化財発掘調査報告書である。
2 遺跡の所在地は、石川県石川郡野々市町字三納地内である。
3 調査原因は野々市町中南部土地区画整理事業にともなうものである。
4 調査にかかる費用は、野々市町中南部土地区画整理組合が負担した。
5 調査は、野々市町中南部土地区画整理組合からの依頼を受けて野々市町教育委員会が実施した。
6 現地調査は、平成14・ 15年度に実施した。遺跡名・面積 。期間・担当者は下記のとおりである。

平成14年度   三納ニシヨサ遺跡 (第 3次)   面 積 5,300だ
期 間  平成14年 4月 8日 ～平成14年 10月 25日

担当者  布尾和史 野々市町教育委員会文化課 主事
永野勝章 野々市町教育委員会文化課 主事

平成15年度   三納ニシヨサ遺跡 (第 5次)   面 積  1,800∬
期 間  平成15年 4月 4日～平成15年 7月 9日

担当者  永野勝章
7 出土品整理は平成15・ 16・ 20年度に野々市町教育委員会が実施した。
8 報告書の刊行は平成20年度に野々市町教育委員会文化振興課が実施した。編集・執筆は永野勝章

(野々市町教育委員会文化振興課 主査)が行った。
9 現地調査から出土品整理、報告書刊行に至るまでには地元の方々をはじめとして下記の機関、個

人の協力を得た。 (五十音順、敬称略)

垣内光次郎、布尾和史、布尾幸恵、藤澤良祐、 (財 )石川県埋蔵文化財センター、野々市町中南部

土地区画整理組合、野々市町都市計画課

10 本書についての凡例は下記のとおりである。

(1)方位は座標北を指し、座標は国土交通省告示の平面直角座標第Ⅶ系に準例している。

(2)水平基準は海抜高であり、 To P。 (東京湾平均海面標高)に よる。

(3)出土遺物番号は、遺跡ごとに本文・観察表・挿図・写真で対応する。

(4)挿図の縮尺は図に示すとおりである。また、写真図版における遺物の縮尺は統一していない。

■ 調査に関する記録と出土遺物は、野々市町教育委員会が一括して保管・管理している。
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ミ第 1章 調査の経過

第 1節 調査の経過

本書に収録する三納ニシヨサ遺跡第 3・ 5

次調査は野々市町中南部土地区画整理事業に

伴うものである。この事業にかかる埋蔵文化

財分布調査、発見された埋蔵文化財包蔵地に

対する取扱い、法令手続きについては「野々

市町中南部土地区画整理事業に係る埋蔵文

化財発掘調査報告書 1 粟田遺跡 (第 10次調

査)・ 三納アラミヤ遺跡 (第 1。 2次調査)。 三

納 トヘイダゴシ遺跡 (第 1・ 3次調査)」 を参

照されたい。

三納ニシヨサ遺跡第 3次調査は平成14年

に5,300だ を対象として行われた。平成14年

3月 28日 付で野々市町中南部土地区画整理組

合から野々市町に埋蔵文化財発掘調査の依頼

が提出され、 4月 1日 、町と組合との間で委

託契約を取り交わしている。発掘調査承諾書

は平成14年 4月 1日 付で野々市町中南部土地

区画整理組合理事長から野々市町教育委員会

教育長あてに出され、これを受け、埋蔵文化

財保護法第58条の 2第 1項に基づき、平成14

年 4月 1日 付教文第 8号により野々市町教育

委員会教育長から石川県教育委員会に報告し

た。現地調査は平成14年 4月 8日 ～同年10月

25日 にかけて実施、中世の集落遺跡であるこ

とが確認された。

三納ニシヨサ遺跡5次調査は平成15年度に

1,800∬ を対象として行われた。平成15年 3

月28日 に発掘調査の依頼が提出され、 4月 1

日、町と組合との間で坦蔵文化財発掘調査委

託契約が締結された。発掘調査承諾書は 4月

1日 付で野々市町中南部土地区画整理組合理

事長から提出された。埋蔵文化財保護法第99

条の第 1頂に基づく埋蔵文化財発掘調査報告

は、平成15年 4月 1日 付教文第 4号で野々市

町教育委員会教育長から石川県教育委員会に

報告した。現地調査は平成15年 4月 4日 ～同

年 7月 9日 にかけて実施した。
第 1図 年次別調査区位置図

-1-



第 2節 発掘作業の経過
三納ニシヨサ遺跡 (第 3次調査 。平成14年度)  9月 5日  表土除去開始(D区 )
4月 10日 表土除去開始 (B区)         9月 26日  D区調査
4月 18日 作業員による調査開始        10月 17日 第 2回航測
5月 15日  1号掘立柱建物掘削         10月 18日 調査終了
5月 21日  2号掘立柱建物掘削         三納ニシヨサ遺跡 (第 5次調査・平成15年度)

5月 22日  表土除去開始 (C区)         4月 7日  表土除去開始
6月 ll tt C区調査を開始           4月 16日 作業員による調査開始、遺構検出
6月 26日  第 1回航測 (B区南側・C区)     4月 22日  SN(5)112よ り州浜菊花双蔦鏡出土

6月 27日  表土除去開始 (A区)         5月 19日 遺構掘削終了
7月 4日 A区調査開始            7月 2日  航測
7月 31日  SN(3)121・ 122完掘         7月 9日  調査終了
8月 8日 SN(3)239よ り銭貨 7枚出土

第 3節 整理作業 ね報告書作成
整理作業は、平成15。 16・ 20年度にわたって行った。

平成15年度は三納ニシヨサ遺跡 (第 3次)出土遺物の洗浄・記名・実測を行った。

平成16年度は三納ニシヨサ遺跡 (第 5次)出土遺物の洗浄・記名・実測を行った。

平成20年度は発掘調査報告書作成のための図版作成 。本文執筆・遺物写真撮影を行った。

第 4節 調査体制
三納ニシヨサ遺跡 (第 3次 )

調査主体 野々市町教育委員会 (教育長 田村昌俊)
担当課  野々市町教育委員会 文化課 (課長 高本 実)
調査期間 平成14年 4月 8日～同年10月 25日

対象面積 5,300だ

調査担当 布尾和史 (野々市町教育委員会文化課 主事 県教育委員会文化財課より派遣)
永野勝章 (野々市町教育委員会文化課 主事)

三納ニシヨサ遺跡 (第 5次 )

調査主体 野々市町教育委員会 (教育長 田村昌俊)
担当課  野々市町教育委員会 文化課 (課長 中川保夫)
調査期間 平成15年 4月 4日 ～同年 7月 9日
対象面積 1,800だ

調査担当 永野勝章
整理・報告書作成作業 (平成15。 16・ 20年度)

担  当 永野勝章

大杉幸江・竹田倫子・野村祥子 。長谷川啓子・増山明美

(野々市町教育委員会 臨時職員)
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第 2章 調査の成果
第 1節 調査と報告の方法
三納ニシヨサ遺跡は平成10年に野々市町中南部土地区画整理事業に先立って実施した分布調査に

よって発見された遺跡である。

分布調査は事業区域内に平面 1× lmの試掘坑を225箇所設定し、地山面が確認される深度まで掘

削、平面および上層断面の観察を行った。その結果字三納の通称「ニシヨサ」と呼ばれる農地一帯から

遺構や中世を中心とした遺物が検出されたため、三納ニシヨサ遺跡と命名した。

区画整理事業に伴う発掘調査は平成12年度から平成16年度までに第 1～ 7次の 7次にわたって実施

された。本書では民部分地を対象として実施したうちの第 3・ 5次調査について報告を行う。

発掘調査では、公共座標に基づく10× 10mの グリッドを設定し、南西隅の抗番号でその区画を呼称

した。遺構の掘削は、基本的に遺構を半裁して断面の観察を行って土色や堆積状況を観察し、必要に

応じて写真や図面による記録保存を行った。

報告にあたっては、調査区が各年次や、築造道路の線形などによっていくつかに分かれることから

第3図のように便宜上A～E区 と呼称しグリッド香号と併せて記載した。個々の遺構の名称は各遺構番

号の前に三納ニシヨサ遺跡を示すSNと (3)、 (5)と いった調査年次を組み合わせ、それぞれ三納ニシ

ヨサ遺跡 (第 3次)iSN(3)、 (第 5次)iSN(5)とする。個々の遺構の名称は時代・種類・グリッドに

関係なく調査年次ごとに 1か ら通しで調査番号を付けている。

遺構の説明は本文・図面図版・写真図版を用いる。遺構の種類にはピット・建物跡・溝 。上坑・旧

河川・流路などがあり、これらについて位置・分類・規模・形状・覆上の堆積状況 。出土遺物・重複

とその前後関係などを記述した。

遺物の総数は、パンケースで、第 3次調査17箱、第 5次調査 1箱である。この中から遺構出土のも

のを中心に、残 りの良いものや出土例の少ないものを選択して図化した。

遺物図版作成にあたっては遺構毎にレイアウトした。遺物図版の縮尺は原則 1/3と し、石製品な
ど大型のものは 1/6で掲載した。
遺物の記述は、本文・観察表・図面図版・写真図版でおこなった。遺物の報告番号は遺跡単位に 1

から付与し、本文 。観察表 。図面図版 。写真図版で共通する。

観察表は遺物の種類によって観察項目は異なるが、煩雑を避けるため表は統一の形式を取 り、その

つど、外面色調 :外、内面色調 :内、釉色もしくは釉の種類 :釉、と付して区別した。

縄文土器の型式名は『野々市町史 資料編』〔吉田2003〕 で使用しているものを用いた。
中世の上器・陶磁器は、名称・時期ともに上師器が藤田邦雄 [藤田1997]、 珠洲焼が吉岡康暢 [吉

岡1994]、 瀬戸美濃が藤澤良祐 [藤澤1991]、 輸入青磁は上田秀夫 [上田1982]、 青花は小野正敏 [小野

1982]に 準じた。

近世陶磁器は大半が肥前陶磁器で、 [九州近世陶磁学会2000、 2001]に準じている。

参考文献

石川考古学研究会・北陸古代土器研究会 1988『 シンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題』
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上田秀夫  1982「 14～ 16世紀の青磁碗の分類について」『貿易陶磁研究』2 日本貿易陶磁研究会
小野正敏  1982「 15～ 16世紀の染付碗、皿の分類と年代」『貿易陶磁研究』2 日本貿易陶磁研究会
九州近世陶磁学会 2000『九州陶磁の編年』

野々市町史編纂専門委員会 2003『野々市町史 資料編 1』 野々市町
藤澤良祐  1991「瀬戸古窯l■群Ⅱ―古瀬戸後期様式の編年」『瀬戸市歴史民俗資料館 研究紀要 X』瀬戸市歴史

民俗資料館

藤田邦雄  1997「第 2節  中世加賀国の土師器様相」『中・近世の北陸』北陸中世土器研究会 社書房

吉岡康暢  1994『中世須恵器の研究』吉川弘文館

第 2節 遺跡の概要
三納ニシヨサ遺跡第 3。 5次調査区は中世を主体とし、他に縄文時代と近世の遺物が若干出土して

いる。以下時代ごとにその概要を述べる。

縄文・弥生時代はピットや土坑が検出された。遺構・遺物ともに少ないが粗製の深鎌だけではなく

酒見式の注目土器などが出土している。また打製石斧の出土がやや目立つ。

中世は礫原の広がる調査区南側を中心に竪穴状遺構・掘立柱建物・土坑などが検出された。出土遺

物から主体となる時期は13～ 14世紀と15～ 16世紀の 2時期に分けられる。遺物は土師器皿・珠洲・加

賀 。越前・瀬戸 。中国製陶磁や行火・五輪塔・砥石など石製品が出上している。一方調査区北側は良

好な黄色上の地山だが、全般的に遺構密度が低く建物跡は検出されていない。調査区北西部分はかつ

ての谷地形であり、谷が埋まった後に作られた数条の滞以外には遺構はほとんどない。

第 3節 塁本層序 (第 2図 )
三納ニシヨサ遺跡の上層は遺跡の中心部と考えられるC区東側では、基本的に上層から耕土・青灰

色粘土 。灰色粘質土 。暗灰色粘質土・暗褐色粘質土・黒褐灰色粘質土となっている。このうち灰色粘

質土は近世、暗灰色～黒褐灰色粘質土は中世の覆土で、黒褐灰色粘質土は大小の礫を含んでいる。ま

た、遺跡の縁辺部と考えられるD区の東側では上層から耕土・床土・灰黄色粘質土・灰色粘質土・暗

掲色粘質土となっている。暗褐色粘質土は古代以前である。

1 耕土
2 青灰色絡土
3 灰色粘質土
4 暗灰色粘質上
5 暗褐灰色粘質土
6 黒褐灰色粘質土

第 2図 C区北壁土層断面図 (1/40)
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第 4節 遺 情

(1)古代以前の遺構

a)土坑

SN(3)31(第 4図 )

AttD 4グ リッドに位置する。平面形は不整形で、径420× 240cm、 深さは18cmを測る。覆土は濁

黄褐色粘質土 。明褐色粘質土を主とする。酒見式の注口土器 (1～ 8)が出土している。

b)ピット

SN(3)52(第 4図 )

CttKHグ リッドに位置する。平面形は精円形で、径79× 59cm、 深さは10cmを測る。覆土は黒褐

色上である。出土遺物は打製石斧 (9)である。

c)竪穴建物

SN(3)竪穴1(第 4図 )

AttC 4グ リッドに位置する。平面形はやや歪な方形で、338× 317cm、 深さは12cmを測る。壁の

立ち上がりは緩やかである。覆土は暗褐色粘質土・明褐色粘質上で大小の礫を含む。貼床及びカマ ド

は見つかっていない。建物内には柱穴と思われる 3つのピットがあり、深さは床面から10cm前後で

ある。出土遺物は全 くなく、時期は特定できない。

(2)中世の遺構

a)掘立柱建物

三納ニシヨサ遺跡 (3・ 5次)では 3棟の掘立柱建物を検出している。いずれも遺跡の南側に分布し

ており、多数の竪穴状遺構・土坑と共に当遺跡の中心をなすものである。

1号掘立柱建物SN(3)① (第 5図 )

AttD 4グ リッドに位置する総柱建物である。建物の規模は 2× 2間である。平面形は若千歪む。

軸はN-14° 一Eである。南北4.2m、 東西3.2m、 柱間距離は南側東西柱列で1,4m・ 1.8m、 東側の南

北柱列で2.lm。 2.lmを 測る。北東の一角は確認できなかった。柱穴は円形ないし楕円形で径30～

58cm、 深さは26～ 54cm、 覆土は明灰色粘質土 。明褐色粘質土を主とする。遺物の出土はなかったが、

形状や覆上の上色から中世の遺構と考えられる。

2号掘立柱建物SN(3)② (第 5図 )

AttD 5。 6・ E5'6グ リッドに位置する側柱建物である。一部柱穴の確認できなかったところ
もあるが、建物の規模は 4× 2間になると思われる。軸はN-61° ―Wである。南北3.6m、 東西8.Om、

柱間距離は南側東西柱列で2.Om・ 2.Om・ 2.Om・ 2.Om、 西側の南北柱列で1.9m。 1.7mを測る。柱穴は

円形ないし楕円形で径36～90cm、 深さは12～42cm、 覆土は明灰色粘質土・暗褐色粘質土を主とする。

SN(3)20の 表面より珠洲片口鉢 (45)が出土している。

3号掘立柱建物SN(3)③ (第 6図 )

CttH 7・ 8・ 17・ 8グリッドに位置する4× 3間の総柱建物である。軸はN-17° ―Eである。南

北9。2m、 東西6.6m、 柱間距離は東側南北柱列で2.2m・ 2.5m・ 2.3m。 2.2m、 北側東西柱列で2.2m。 2.lm・

2.3mを測る。柱穴は円形を主とし、径44～76cm、 深さは16～42cm、 覆土は黒褐色粘質土を主とする。

遺物の出土はなかったが、形状や覆上の上色から中世の遺構と考えられる。

b)竪穴状遺構
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竪穴状遺構も掘立柱建物同様、三納ニシヨサ遺跡の中心部と考えられる調査区南側に集中している。

特に密集するA区は地山が礫層で、これらの遺構はいずれも礫層を掘 り込んで作られている。

SN(3)35(第 7図 )

AttD 4・ 5グ リッドに位置する。平面形は隅丸方形で、規模は280× 250cm、 深度60cmを測る。

壁の立ち上がりは明瞭で、底面は平坦である。東側はテラス状に一段高くなっている。覆土は明灰色

粘質土・暗灰色粘質土を主とする。土師器皿の小片が出上している。

SN(3)121(第 7図 )

CttJ 9グリッドに位置し、竪穴状遺構SN(3)122を 切っている。平面形は隅丸方形で、規模は340×

220cm、 深度20cmを測る。壁の立ち上がりは明瞭で、底面は平坦である。内部に石列が見られた。

覆土は褐灰色土を主とする。上師器皿の小片と、釘と思われる鉄製品が出土している。

SN(3)122(第 7図 )

CttJ 9グリッドに位置し、竪穴状遺構SN(3)122に 切られている。平面形は隅丸方形で、規模は220

×180cm、 深度36cmを測る。壁の立ち上がりは明瞭で、底面は平坦である。覆土は暗褐色土を主とする。

出土遺物はない。

SN(3)403(第 8図 )

CttJ 8グ リッドに位置し、溝SN(3)404を 切っている。平面形は隅九方形で、径210× 190cm、 深度

20cmを測る。壁の立ち上がりは明瞭で、底面は平坦である。覆土は褐灰色粘質土・暗褐色粘質土が

主である。出土遺物はない。

SN(3)445(第 8図 )

CttJ 6グリッドに位置する。平面形は歪な方形で、径360× 290cm、 深度約10cmを 測る。壁の立ち

上がりは緩い。底面は平坦である。覆土は暗褐色粘質土が主である。珠洲片口鉢 (23)、 元豊通宝 (24)

が出土している。

SN(3)492(第 9図 )

CttH 5・ 6グ リッドに位置する。平面形は不整形で、複数の竪穴状遺構や土坑が切 りあっている

ようである。径570× 440cm、 深度約50cmを測る。壁の立ち上がりは明瞭で、底面は平坦である。内

部に石列がある。覆土は暗褐灰色粘質土・褐灰色粘質上が主で大小の礫を含む。南東部分を中心に中

世土師器皿 (25'26)、 珠洲片口鉢 (27)、 行火 (28。 29)、 石製品 (30)、 炉石 (31)な どが出土している。

SN(3)600(第 10図 )

Ctt1 7グ リッドに位置する。平面形は隅丸方形で、径320× 270cm、 深度約30cmを測る。壁の立ち

上がりは明瞭で、底面は平坦である。覆土は黒褐色粘質土を主とし、大小の礫を含む。出土遺物はな

かった。

c)土坑

SN(3)32(第 10図 )

AttF 3グ リッドに位置する。平面形は不整形で、径440× 330cm、 深度は最深部で60cmを 測る。

中央が一段深くなっている。覆土は暗灰色粘土 。明灰色粘土で、大小の礫を含む。瀬戸碗 (10)が出土

している。

SN(3)33(第■図)

AttC 5グ リッドに位置する。平面形は隅丸方形で、径160X120cm、 深度50cmを測る。覆土は暗

灰色粘土 。暗褐色粘質土を主とし、大小の礫を含む。土師器皿の小片が出上している。

SN(3)34(第 11図 )
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AttE 5グ リッドに位置する。平面形は歪な楕円形で、径180× 120cm、 深度30cmを測る。覆土は

明灰色粘質上を主とし、大小の礫を含む。土師器皿 (11)が出上している。

SN(3)38(第■図)

AttD 7グ リッドに位置する。平面形は精円形で、径350× 140cm、 深度20cmを 測る。覆土は明褐

色粘質土 。暗褐色上を主とし、大小の礫を含む。土師器皿の小片が出上している。

SN(3)51(第 12図 )

CttJ10グ リッドに位置する。平面形は不整形で、径 170× 160cm、 深度50cmを測る。覆土は暗褐灰

色土・黒褐色上を主とする。出土遺物はない。

SN(3)73(第 12図 )

CttJ10グリッドに位置する。平面形は楕円形で、径 140× ■Ocm、 深度は最深部で40cmを測る。覆

土は暗褐灰色土を主とする。出土遺物はない。

SN(3)239(第 12図 )

Ctt1 9グ リッドに位置する。平面形は隅丸方形で、一部がピットとカクランによって切られている。

径 100× 85cm、 深度は20cmを測る。壁の立ち上がりは明瞭である。覆土は暗褐灰色上で炭化粒が微

量含まれる。確認面から中世土師器皿 (12・ 13)が出土し、覆土中から銭貨が 7枚出土している。その

うち 3枚は銭種不明だが、残 りの4枚はいずれも北宋銭である。1枚多いが六道銭と考えられ墓坑であ

ろう。

SN(3)257(第 12図 )

CttJ10グリッドに位置する。平面形は楕円形で、径 140× 100cm、 深度は50cmを測る。覆土は褐灰

色粘質土を主とする。出土遺物はない。

SN(3)401(第 13図 )

Ctt」 8グリッドに位置する。平面形は隅丸の正方形で、径130× 130cm、 深度は90cmを測る。内部

は橋鉢状になっており底面は狭い。覆土は灰色系の砂やシルトがレンズ状に堆積している。北側に所

在する溝SN(3)404と は小さな溝でつながっており、また土層からも水が流れ込んでいた様相が窺わ

れ、貯水施設のような機能が考えられる。

SN(3)446(第 14図 )

CttJ 6グ リッドに位置する。平面形は不整形で、径220× 210cm、 深度は30cmを測る。覆土は暗褐

灰色粘質上を主とし、礫が混じる。出土遺物はない。

SN(3)456(第 14図 )

CttJ 6グ リッドに位置する。平面形は不整形で、径280× 230cm、 深度は45cmを測る。覆土は暗褐

灰色粘質土を主とする。出土遺物はない。

SN(3)484(第 14図 )

Ctt1 6グ リッドに位置する。平面形は略円形で、径190X190cm、 深度は20cmを測る。覆土は黒褐

色粘質上を主とする。出土遺物はない。

SN(3)498(第 14図 )

Ctt1 5グ リッドに位置する。平面形は楕円形で、径290X260cm、 深度は40cmを測る。覆土は暗褐

灰色粘質土で礫が混じる。瀬戸卸皿 (32)、 炉石 (33)が出土している。

SN(3)516(第 15図 )

Ctt1 5グ リッドに位置する。平面形は楕円形で、径210× 120cm、 深度は40cmを測る。覆土は暗褐

灰色粘質土・黒褐色粘質土を主とする。珠洲奏 (36～ 38'40)、 片口鉢 (39)、 青磁椀 (35)が出上している。
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SN(3)521(第 15図 )

CttJ 5グ リッドに位置する。平面形は歪な楕円形で、径230× 70cm、 深度は10cmを測る。覆土は

黒褐色粘質土を主とする。青磁椀 (41)が出上している。

SN(3)554(第 15図 )

Ctt」 5グ リッドに位置する。平面形は歪な楕円形で、径200× 120cm、 深度は20cmを測る。覆土は

暗褐灰色粘質土を主とする。出土遺物はない。

SN(3)570(第 18図 )

Ctt」 7グ リッドに位置する。平面形は不整形で 2つの土坑が複合したものか。径580× 240cm、 深

度は40cmを測る。覆土は褐灰色粘質上を主とする。珠洲片口鉢、土師器皿が出土している。

SN(3)572(第 15図 )

Ctt」 6。 7グ リッドに位置する。平面形は歪な隅丸方形で、径210× 200cm、 深度は60cmを測る。

覆土は大小の礫を含む暗褐灰色粘質土と黒褐色上である。土師器皿 (42)が出上している。

SN(3)599(第 16図 )

Ctt1 7グリッドに位置する。平面形は隅丸方形で、径210× 140cm、 深度は60cmを測る。覆土は大

小の礫を含む暗褐灰色粘質土を主とする。珠洲片口鉢 (43)が出土している。

SN(5)112(第 16図 )

Ett120グリッドに位置する。平面形は楕円形で、径200× 160cm、 深度は30cmを測る。覆土は灰色

土と褐色土を主とし地山質の黄色上が粒上に混じる。 4層 より完形の和鏡 (44)が 1点出土している。

d)ビット

SN(3)25(第 17図 )

AttG 4グ リッドに位置する。平面形は略円形で、60× 60cm、 深度は25cmを測る。覆土は明灰色

粘質上である。中世土師器皿 (46)が出上している。

SN(3)134(第 17図 )

CttJ 9グ リッドに位置する。平面形は楕円形で、50× 35cm、 深度は20cmを測る。覆土は暗褐色土

である。釘 (48)が出上している。

SN(3)153(第 17図 )

Ctt」 9グ リッドに位置する。平面形は略円形で、60× 60cm、 深度は10cmを 測る。覆土は暗褐灰色

土である。珠洲片口鉢 (47)が出上している。

SN(3)557(第 17図 )

CttH 8グ リッドに位置する。平面形は略円形で、40× 30cm、 深度は20cmを測る。覆土は暗褐灰

色土である。熙寧元宝 (49)が出土している。

SN(3)592(第 17図 )

Ctt」 7グ リッド壁際に位置する。平面形は不整形で、検出した規模は70× 50cm、 深度は10cmを測

る。覆土は暗褐色粘質上である。行火 (50)が出上している。

e)清

SN(3)137・ 212(第 17図 )

CttH 9。 10。 110。 J10・ K10グ リッドにかけて位置する。東西に流れるSN(3)137が南に向かって

ほぼ直角に曲がって南北の流れSN(3)2121こなる。東西約25m、 幅1.4m、 深さ 5cm、 南北の流路は約

10m、 幅1,4m、 深さ15～20cmである。覆土は黄褐色土を主とする。青磁碗の小片が出土しているが、

肥前磁器碗なども出土しており、時期は中世から近世にわたるものである。
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SN(3)601(第 18図 )

Ctt」 7グリッドに位置する。東西の流路で長さ約10m、 幅は1.0～ 2.2m、 深さは 5～ 10cmである。

覆土は褐灰色砂質土である。珠洲片口鉢 (60)が出土している。

f)平行清群

SN(3)平行清群 (第 18図 )

CttH10。 11・ 111グ リッドに位置する。 7条の平行する溝を検出した。調査区の北側に伸びている

ため全体の規模は分からないが、検出した長さは4.Om～ 8.3m、 幅は40～ 80cmを測る。深さは多くが

5～10cmであるが、一部に40cmほ どのものもある。軸はN-30° 一E前後である。覆土は黄褐色土を

主とする。出土遺物はなかった。

(3)近世の遺橋

a)溝

SN(5)60・ 102・ 118・ 129(第 19図 )

Ett119～ 21・ J19グ リッドに位置する。途中切れているが一連の流路である。流路は東から南西に

流れ、その後北へと向かう。長さは約22m、 幅は50～200cm、 深さは10～ 60cmを 測る。覆土は灰色

砂質土を主とする。肥前陶器碗 (62)、 土師器土鈴 (63)、 乗燭 (64)や近世陶磁器片が出上している。

第 5節 遺 物

(1)遺構出土遺物 (第21～24図 )

1～ 8は縄文土器で酒見式の注目土器である。 9は打製石斧で石質は凝灰岩である。11～ 13は中世

土師器皿で油煤痕の付着するものはない。14～ 201よ銭貨で16は聖宋元宝 (初鋳年1101年 )、 17・ 20は天

聖元宝 (初鋳年1023年 )、 19は景徳元宝 (初鋳年1005年)である。14・ 15。 18は判読できなかった。21・

22は行火で22は削り出しの足の部分である。231ま珠洲片口鉢口縁部で吉岡編年Ⅳ期に相当する。241ま

元豊通宝 (初鋳年1078年)である。271ま珠洲片口鉢で胎土は粗い。28・ 291ま行火の蓋である。31・ 331ま

炉石で被熱痕が目立つ。321ま瀬戸卸皿で藤澤編年後 I～Ⅲ期である。漆継の痕がかすかに残る。35・

41は青磁碗で、口縁は外反し無文である。36～ 38。 40は珠洲奏体部片で、内面が剥離している。39は

珠洲片口鉢だが卸目は確認できない。421よ中世土師器皿で油煤痕が残る。441よ和鏡である。洲浜菊花

双鳥鏡といわれる構図で、鉦は亀甲形を呈する。45は珠洲片口鉢で卸目は10本である。吉岡編年Ⅳ期

である。46は 中世土師器皿の完形で、底部は丸底、器形は歪む。49は熙寧元宝 (初鋳年1068年)である。

51は肥前陶器皿で砂目が残る。591まカスガイ型の火打金である。62は肥前陶器碗で陶胎染付ある。64

は土師質の乗燭である。

(2)包含層その他出土遺物

65～ 74は縄文土器である。651ま粗製深鉢、73は酒見式の注目土器である。76～ 94は打製石斧である。

石質は凝灰岩が多数を占め、砂岩その他が若干ある。95は凝灰岩の磨製石斧である。97～■7は中世

土師器皿でこのうち97。 98・ 102・ 103・ 106。 108・ 113。 114・ 115。 116には油煤痕が残る。118～ 126

は珠洲片口鉢で時期は吉岡編年のⅢ～V期に相当する。128・ 129は加賀鉢、1281ま高台を持つ。130～

141は瀬戸美濃の陶器で時期は藤澤編年後 I～Ⅲ期を中心とする。1421よ白磁合子である。143は 白磁

碗で漆継が残る。147～ 155は肥前陶磁器で、17～ 18世紀頃のものである。157～ 162は砥石で仕上砥石・

中砥石である。
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第 3章 総 括
縄文・弥生時代

本遺跡における当該時期の遺構は極めて少なく、縄文土器の出土したSN(3)31・ 打製石斧の出土し

たSN(3)52のみである。このうちSN(3)31か らは酒見式の注口土器が出上している。また包含層から

は若子の縄文土器や、打製石斧が出土している。本遺跡の周辺にある粟田遺跡や三納アラミヤ遺跡か

らは縄文時代晩期～弥生時代初頭と考えられる打製石斧の素材採取地や石器製作跡が見つかってお

り、人々の活動を窺うことができる。ただし本遺跡を含めて野々市町中南部地区の遺跡からはこの時

期の住居跡など定住の跡は現在のところ見つかっておらず、短期的な活動の痕跡が確認されるのみで

ある。

古 代
本遺跡の周辺には野々市町南部遺跡群や末松遺跡群といった大規模な古代集落遺跡が所在し、また

今回の区画整理事業地内でも古代の遺跡として栗田遺跡や後述する三納アラミヤ遺跡・藤平田ナカシ

ンギジ遺跡が確認されている。しかし本遺跡では当該時期の遺構は確認されていない。

中 世
中世は本遺跡の主体となる時期である。遺跡の様オロは既刊『三納ニシヨサ遺跡 (第 1・ 2・ 4・ 6・

7次 )。 三納アラミヤ遺跡 (第 3次 )。 藤平田ナカシンギジ遺跡 (第 1・ 3次 )』 と同様であり、遺構の集

中する南部エリアと遺構の希薄な北部エリアの 2つに分かれる。

南部エリアは手取川によって運ばれてきた大小多くの礫によって地山面が覆われており、扇状地特

有の形状をしている。そしてここを中心として掘立柱建物・竪穴状遺構・土坑・ピットなどが集中し

て検出されている。このうち竪穴状遺構は掘立柱建物周辺に位置しており、長軸 4m以下のAタ イプ
が多数を占めている。しかし本町北部に所在する長池キタノハシ遺跡などで多数確認されている井戸

については本遺跡では確認されていない。このことは地下水位の高い扇状地扇央部に位置する本遺跡

と、地下水位の低い扇状地扇端部に位置する長池キタノハシ遺跡などの地形的立地に起因するもので

あろう。また、本遺跡では区画溝や道路状遺構は確認されておらず、計画的な宅地割 りが行われた形

跡はあまり見られない。

これらの遺構及び包含層からは14～ 15世紀前半を中心とする土師器皿や珠洲・加賀・瀬戸などの国

産陶器、青磁 。白磁といった中国製磁器が出土している。行火や炉石などの石製品、銭貨や釘などの

金属製品が出上している。出土土器のほとんどは飲食器や調理・調整用具・貯蔵用具などの日常用具

である。包含層から瀬戸花瓶や天目茶碗は出土いているが量的には極僅かである。

一方北部エリアは南部エリアとは対照的に礫があまり見られない良好な地山を呈している。しかし

ながら遺構密度は極めて低く、建物跡と考えられるものは皆無であり、それに伴って出土遺物もほと

んどない。一部調査区では遺構面が上層 。下層の 2面が確認されており、その上層部分からは耕作地

と考えられる平行溝群を検出している。他の部分からは見つかっていないが、後世の削平を受けてい

ると考えられ、概ね耕作地として利用されていたのであろう。

また北部エリアからは数基の土坑が検出されている。南部エリアの建物群から約120m北に位置す

るSN(5)112か らは完形の和鏡が一点出土しており、他の共伴遺物はなかったが土坑の規模から墓坑

と思われる。またその周辺には出土遺物はないものの、SN(5)112と 規模・形状の類似する土坑があ
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り同じく墓坑となるものと思われる。また、建物群から少し離れた場所にある土坑SN(3)239か らは

土師器皿や銭貨が出土しており(やはり墓坑と考えられる。

このように三納ニシヨサ遺跡は、南部の居住エリアと北部の耕作地エリアに大別され、南部の居住

エリアはおおむね南北60m、 東西70mの範囲に集中する集村的な集落構造であったこと、その周辺に

耕作地や墓域などの空間が広がる一般的な集落であったと思われる。

近世以降

近世以降の遺構は北部エリアの一部で溝跡が検出されるのみである。中世の集落が廃絶した後は、

耕作地として利用されて今日に至っているのであろう。
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陽蒻
番号
実測
番 号

出土地点 Noほ か 種類 器種
口径

`mm)

高

ｍゝ

器
‘ｍ

底
イｍ

残存率 色調 色調 月台土 備 考

373宜、火山礫凝灰え

3区  C 石器 lJ製石斧 163 完形
「9グ リッド 石

表形 ,54質、火山礫凝灰芝

A区南4 石 器 打製石斧 19111 守

)N(3) 「5,6グ リッド 石 196g、 凝灰岩

128 1488買

15グリッド 中世土師器 皿

“

琳 :灰黄褐

126 SN(3) A区南東2
中 世 ■冑雨器 1/7 外 :にぶい黄橙 内 :に ぶい責橙

f5 16グ リッド 中世土師器 皿 知 内 1灰責

SN(3】 ド ヰ

102 外 :灰 白 内 :にぶい黄橙 S2

A区南ユ 中世土師器 皿 (54) 1/12 /1・ :にぶい黄橙 肉 iにぶい

104 SN(3) A区南2 土師器
+師器105 47 外 :灰黄褐 内 :灰黄褐

15グリッド 中世土師器 皿 硲 1/7 外 :灰自

107 45 SN(3) Iiグ リッド

108 中 世 i師器 外 :浅責澄 浅黄橙

[5グ リッド 中世土師器 皿 外 :にぶい

(区南 1 中世

111 128 小片 /1・ :にぶい責橙 内 にぶい黄橙 Sl
区ヽ南 1 中世土師器 皿 106

113 3N(3) 6 16グ リッド

SN(5)
16 117グ 】,

中世土師器 皿 1/9 ■:浅黄橙 内 :浅黄橙 自色粒

A区南東2 中世土ET器 皿

SN(3)

117 SN13) A区南 2 中世土師器 皿 104 71iに ぶい黄橙 内 :に ぶい黄橙
Sl 赤色粒  石
英

37 SN131 [516グ リッド 洲 片回鉢

SN(3) S-1 IヽI
「5 打6グ リッド 洲 片日休 米 :黄灰 内 黄灰 Sl Mユ

SN(31 [5グ リッド 洲 片口鉢 十

122 じ ]

うグリッド 珠洲 片日鉢 1/12 琳 !黄灰 内 :黄灰 Sl・ ヽ
「

1

124 SN(3Ⅲ 15・ 16グリット 洲 片口鉢

125 SN(3) 32・ Iヽ]

珠洲 片口鎌 1/5 琳 灰 白 内 :灰 白 争I MJ
127 40 掛¶イ31 「6グリッド 珠洲 一霊 124

128 i7 説 (ヾ3)

加省 鎌 (183) 外 灰 白 内 :黄灰

31ヾ (31 A区南 1 陶器 平碗 156

20 SN(3) S-1  Iヽ‐ 1 瀬戸

J5グ リッド 陶器 碗 100 1/12 釉 鉄釉 胎 :灰 自 Sl'黒色泣
124 SN(3) A区南東 陶器 碗 123

56 SN13) 黒色粒 瀬戸

碗 紬 灰釉 胎 :灰 白 黒色粒 瀬戸

52 SN(3】 15グリッド 陶器 碗

88 毀 (ヾ3) l av11 瀬戸

皿 80 1/7 釉 灰Th 冶 :灰白 瀬戸

■ヾ (3) 16グ リッド 陶器 卸皿

陶 SN(3) 頼戸

合子 本部1/5 釉 :灰釉 冶 :灰 自 黒色粒 瀬戸

SN(3) 10グ リッド 白磁 合子 17 71

143 8 SN(5) 漆 継

皿 1/6 紬 :青磁釉 1台 灰 白

SN13Ⅲ 16グ リッド 陶器

146 17 SN6) 表土剥ぎ 遵弁文

1/9 釉 :透明釉 陰 灰 自

贄 イヾ5) 表土剥ぎ 肥前磁器 碗 1/5

149 誠 (ヾ51 表土剥ぎ

150 】N(3) ,5 6・ 7グ リッ 肥前磁器 碗 49 甍部1/2 釉 :透明釉 冶 :灰白 黒色粒

SN(3) A区 肥前磁器 皿

SN(5)

前磁器 皿 122 1/6 釉 :透明釉 冶 :灰 自 黒色粒

SN(5Ⅲ 表土剥 ぎ 肥前磁器 皿 125

SN15) 蛇の目釉剥 ぎ

王 人形 (3研 外 :にぶい橙 内 :にぶい橙 Sl 赤色粒
訟 (ヾ3Ⅲ [5グ リッド 石製品 砥石 82 5

SN(3) 〔5グ リッド
〕81質

120 蟄 (ヾ3) A区 石製品 砥石 43

SN(3) 【5グ リッド

SN(3) 「5グ リッド 石製品 行火 (紹D〕 樅1)

164
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1 黒褐色土

1 濁黄褐色粘質土
2 濁明栂色粘質土
3 暗褐色粘質土
4 濁暗褐色粘質土
5 地山 (黄褐色粘質土)よ り構暗い粘質土
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3 贈褐色粘質土
4 明褐色粘質土
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6 3に 小礫多く含む
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6        げ

や

2 明褐色粘質土
3 贈褐色粘質土
4 濁明褐色粘質土
5 1に黒褐色粘質土混じる
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1 明灰色粘質土 (粘性強い)
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第 5図 遺構実測図 掘立柱建物SN(3)① o② (1/80)
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4 暗灰色粘質土

5 灰色粘土と褐灰色粘質上の混合
6 濁暗褐灰色粘質土
7 黒灰色粘質土
8 灰色粘上
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第6図 遺構実測図 掘立柱建物SN(3)③
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1 暗褐色土
2 褐灰色土 灰色土ブロック多く含む
3 褐灰色土
4 褐灰色土 黄褐色土粒、焼土粒少量含む
5 暗褐色土 黄褐色土粒、多く含む。黄褐色上ブロック少量含む
6 褐灰色土
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第 7図 遺構実測図 竪穴状遺構SN(3)35・ 121・ 122(1/40)
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P°

③
・3660

。ゞ ギ
:IXB

褐灰色粘質土

濁褐灰色粘質土

暗褐灰色粘質土

黒褐色粘質土

暗褐色粘質土

SN(3)445

7
・3078

0                                      2m

第 8図 遣構実測図 竪穴状遺構SN(3)403・ 405(1/40)
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朗 4υ

。
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ユ 暗褐灰色粘質土
2 褐灰色粘質土
3 黒褐色粘質土
4 暗灰色粘質土

第 9図 遺構実測図 竪穴状遺構SN(3)492
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1 黒褐色粘質土
2 1に鉄分混じる
3 黒色粘質土
4 淡黒褐色粘質土
5 黄灰色粘土

田
ト
ト
．ｏ
め

明灰色粘土

暗灰色粘土

疑

第10図 遺構実測図 竪穴状遺橋SN(3)600・ 土坑SN(3)32(1/40)
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1 明灰色粘土
2 暗灰色粘土
3 明灰色粘賓土
4 暗褐色粘賓土

1 明灰色粘質土 (粘性強い)
2 贈褐色粘質土

猛

1 灰褐色粘質土
2 明褐色粘質主
3 暗褐色粘質土

第11図 遺構実測図 土坑SN(3)33・ 34・ 33(1/40)
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1 暗禍灰色土
2 暗獨色土 黄禍色土プロック5%含む
3 暗褐色土 黄褐色士プロック10%含 む
4 暗褐色土 (ベースか ?)

暗褐灰色土

黒褐色土

暗褐色土 黄褐色土粒5%含む
暗褐色上

SN(3)239
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l 暗4B灰色上に炭化粒微畳含む
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1 褐灰色粘質土
2 1に黒褐色粘質土プロック混じる
3 1に黒褐色粘質土ブロック、黄褐色猫質土プロック混じる
4 1よ り稀明るい
5 黒鶴色粘質土
6_暗褐灰色粘質土
7 暗灰色粘質土

o                         2m

土坑 SN(3)51 ・ 73・ 239・ 257  (1/40)
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第13図 遺構実測図 土坑SN(3)401・ 溝SN(3)404(1/80、 1/40)
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4 灰色粘質上に黒褐色土 (ひ 311mm)地 山質黄色土 (φ 5～10mm)粒状に含む
5 灰色粘質土に黒褐色土 (ゅ 10mm)地山質黄色土 (φ iOm耐 粒状に含む
6 黒色粘質■                               0

第16図 遺構実測図 土坑SN(3)599。 SN(5)112(1/40)
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第17図 遺構実測図 ビットSN(3)25・ 134・ 153・ 557・ 592・ 溝SN(3)137・ 212(1/40、 1/160)
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I 褐灰色粘質上
2 暗褐灰色粘質土
3 黒褐色鵜質土
4 灰色粘上

r◎
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第18図 遺構実測図 土坑SN(3)570。 溝SN(3)601・ 平行溝群SN(3)(1/80)
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写真図版1

A区 完掘 (南から)

A区 完掘 (北から)

C区 完掘 (北から)



写真図版2

C区 完掘 (北から)

D区 南側完掘 (北から)

E区 北側完掘 (南から)



写真図版3

土坑SN(3)1(北 から)

竪穴建物SN(3)① (北から)

掘立柱建物SN(3)① (南から)



写真図版4

掘立柱建物SN(3)② (北西から)

掘立柱建物SN(3)③ (北から)

竪穴状遺構SN(3)35(南東から)
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写真図版5

翠
群

一 竪穴状遺構SN(3)122・ 121(西から)

竪穴状遺構SN(3)403(西 から)

竪穴状遺構SN(3)492(東 から)



写真図版6

竪穴状遺構SN(3)600 断面 (北から)

土坑SN(3)34(北 から)

土坑SN(3)51(南 から)



写真図版7
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機

轟
畿

土坑SN(3)73(北 から)

土坑SN(3)239 銭貨出上状況

土坑SN(3)401 溝404(西から)



写真図版8
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土坑SN(3)456 断面 (方角要確認 )

土坑SN(3)498(東 から) 静
，
■
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伊誓

■士尤SN(3)516('煮から)



写真図版9

土坑SN(3)554 断面 (北から)

土坑SN(3)572(南 から)

土坑SN(3)599 断面 (北から)



写真図版10

土坑SN(5)112 和鏡出土状況

土坑SN(3)570(北 から)

平行溝群SN(3)検出 (北から)



写真図版11

SN(3)近世溝断面 (北から)

SN(3)鞍部断面 (南から)

SN(3)A区  調査風景
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